
過去の延長線上にない福祉教育・

ボランティア学習を創造する

日本福祉教育・

ボランティア学習学会

第３１回えひめ大会

主催：日本福祉教育・ボランティア学習学会

　　　第３１回えひめ大会実行委員会

後援：愛媛県、愛媛県教育委員会、聖カタリナ大学・

　　　聖カタリナ大学短期大学部、人間環境大学、

　　　愛媛大学、松山大学、全国社会福祉協議会、

　　　県内２０市町社会福祉協議会、愛媛県民生児童

　　　委員協議会、愛媛県・社協職員連絡会、愛媛県

　　　ホームヘルパー協議会、愛媛県保育協議会、

　　　愛媛県老人福祉施設協議会、愛媛児童福祉施設

　　　連合会、愛媛県社会就労センター協議会、愛媛

　　　県社会福祉法人経営者協議会

令和７年

11月29日（土）

11月30日（日）
申込・振込締切

令和７年１０月３０日（木）

～地域の未来を描く、協働実践とプラットフォーム～

会場：聖カタリナ大学　











北条キャンパス

　　　（愛媛県松山市北条660）

　　　



大会プログラム

大会事務局
愛媛県社会福祉協議会
地域福祉部
地域福祉課（担当：松本・喜安）
愛媛県ボランティア・市民活動センター
〒７９０－８５５３
松山市持田町三丁目８番１５号
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前日企画として、11/28（金）にサイボウズ松山オフィスで、学会ネットワーク委員会企画のワ
ークショップを開催します。参加費無料です。詳細は開催要項（３ページ）をご覧ください。



9：30〜11：50　自由研究発表（口頭・ポスター）
11：50〜12：20　休憩・移動
12：20〜12：30　大会発表賞表彰式
12：30〜12：50　閉会式






























実行委員長あいさつ　木村　謙児（八幡浜みなっと
みなと交流館）






























学会副会長あいさつ






























次期開催地あいさつ

11月29日（土）
10：00〜11：30　ふく・ボラサロン
　　　　　　　　『―ふくし教育のテイギをいっしょにつくろう！―』
11：30〜12：30　昼食休憩・移動
　　　　　　　　※内11：40〜12：20（40）にランチセッション（昼食をとりながら参加していただけます。）
　　　　　　　　　『研究・論文作成における倫理的配慮とは』
12：30〜12：50　開会式

　　　　　　　　学会長あいさつ　野尻　紀恵（日本福祉大学）

　　　　　　　　大会長あいさつ　坂原　明（聖カタリナ大学・短期大学部）
12：50〜14：10　総合シンポジウム
　　　　　　　　『続　究める
拡がる
福祉教育・ボランティア学習〜実践と研究の歩みとこれからの未来〜』
14：10〜14：25　休憩・移動
14：25〜16：35　課題別研究[学会企画]（３企画）
　　　　　　　　①『「社会福祉・介護福祉検定」のレリバンス－その３－』
　　　　　　　　②『福祉教育・ボランティア学習における当事者/当事者性研究とインクルーシブボランティア
　　　　　　　　　　―インクルーシブボランティアは、当事者の主権を侵害しない「学習者の当事者性獲得」を
　　　　　　　　　　可能にするのか—』　
　　　　　　　　③『社協職員の福祉教育実践における価値の言語化





































〜多様な実践の蓄積から紡ぎだす基盤としての価値〜』

　　　　　　　　課題別研究[えひめ企画]
　　　　　　　　　『愛媛県における福祉教育・ボランティア学習のプラットフォームの変遷と可能性

































　〜防災学習を中核とした多様な主体の連携・協働による地域づくり〜』
16：35〜16：50　休憩・移動
16：50〜18：10　総会
18：10〜19：30　移動（情報交換会出席者のみ）
19：30〜21：30　情報交換会（ＡＮＡクラウンプラザホテル）

11月30日（日）

会員（一般）

：７,０００円
会員（学生）

：２,０００円
非会員（一般）：８,０００円
非会員（学生）：３,０００円

参加費
弁当代（お茶付き）：１,０００円
情報交換会　　




：８,０００円


